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　1990年９月に、中野信夫先生
（当時医療生協理事長）の提唱で
発足した「百まで生きよう会」。
30数年たった今年も会員の減少や
コロナ禍という困難な状況にめげ
ず、毎月ニュースを発行して活動
（左から）百まで生きよう会発足時に特集した
「つくる健康」。会員の高尾ユリ子さんの百歳を
お祝いした「ニュース」。会員の絵と短歌の作
品が紙面を飾る「ニュース」。最新361号の
「ニュース」

　雲一つない快晴のときに、太陽
は避けて、青い空を見上げてみて
ください。視野に、何かゴミのよ
うなものが浮かんでいるように見
えたりしませんでしょうか。
ひょっとすると、今まで気が付か
なかったものが見えるかもしれま
せん。視野に浮かぶゴミ…、それ
は糸くずのようだったり、はっき
りとした黒い点だったり、はたま
たアメーバのような複雑な形やタ
バコの煙状のものだったり（図）。
その自覚症状は、「飛蚊症」とい
います。文字通り、視野にあたか

を続けています。俳句や短歌、書、
絵など会員の作品の投稿で会員の
元気が伝わってきます。この９月
で361号にもなっています。
　世話人の一人、保田寿子さんは

「思い出はたくさんあります。当
時は山内貞信さんがいたからよく
続きました。サークルもあって毎
月集まっていたのですよ。いまは、
田沼文江さんと加藤文子さんを中

心にして会員みんなが頑張ってい
るからです」と継続していること
を喜んでいました。
――会への入会希望の方は医療
生協事務室まで連絡ください。

も蚊が飛んでいるように見える症
状です。
　眼の中は空洞ではなく、透明な
ゲル状の硝子体という物質で満た
されています。この硝子体の内部
に何らかの原因で濁りが生じると、
その影が眼の底の網膜というフィ
ルムに映り、視野の中で黒い像の
ように見えます。これが飛蚊症の
メカニズムです。
　原因はいくつかありますが、大
半は加齢に伴う硝子体成分の変化
で生じるしわのような濁りで、放
置しても問題のない飛蚊症です。
濁りは消えることはなく最初は
うっとうしく感じますが、徐々に
慣れて気にならなくなっていくこ

とが多いです。
　注意しないといけない原因は、
眼の病気によるもので、網膜裂孔、
網膜剥離、硝子体出血（糖
尿病・高血圧・外傷などに
よる）、ぶどう膜炎（細菌・
ウイルス・免疫疾患などに
よる）などが飛蚊症を引き
起こします。
　いずれにせよ、原因を特
定するには、眼科で医師の
診察を受ける必要がありま
す。特に網膜剥離は、早急
な治療が必要ですので、次
のような症状がみられるよ
うでしたら、ぜひ眼科を受
診してください。①飛蚊症

による影の数や範囲が急に増えた、
②突然、稲妻のような光が見えた
後に飛蚊症が出た、③急に視力が
低下した、④視野の一部分が欠け
て見えなくなってきた。
 （宮本和明）
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　医療生協は京大眼科にことしも
寄付をしました。創設者の中野信
夫顕彰事業の１つ。寄付は眼科学
教室の運営活動や眼科学の研究な
どに活かされます。中野信夫顕彰
事業は他にも京都ライトハウス、
京都の戦争展実行委員会に寄付を
しました。

　ムータンは、使い捨てコンタク
トレンズを自宅に届ける送料無料
の宅配サービスです。メルスプラ
ン会員限定です。
　①３カ月ごとの定期配送②自宅
ポストまでの届け③発送のタイミ
ングをメールでお知らせ④眼科医
による処方、で安心です。

　2010年11月16日に開
かれた第21回組合員交
流集会での写真です。
「笑顔、笑顔、笑顔」か
ら元気をもらいました。

発足して32年。ニュースを毎月発行、361号に…（スゴイ）。元気の泉として…。
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と
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と
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⑥
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毎
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子
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篠
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夏
の
雨
ゴ
ー
ゴ
ー
と
降
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真
夏
に
て
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日
葵
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顔
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【
フ
ァ
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ク
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送
り
先
】（
連
絡
は
　
）
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８
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０
・
９
８
８
９
・
５
１
５
５
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９
０
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５
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沼
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◎
百
ま
で
生
き
よ
う
会
か
ら
の
お
ね
が
い

　
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
繋
が
り
を
持
ち
、
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
短
歌
・
冠
句
・
俳
句
・
川
柳
・

詩
・
絵
手
紙
や
近
況
・
感
想
文
な
ど
を
是
非
と
も
御
投

稿
く
だ
さ
い
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
中
村
園
枝
さ
ん
か
ら
届
き
ま
し
た
。

百まで生きよう会ニュース 2022年９月１日（木）　　第361号

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、健
康
・
長
寿
に
つ
な
が
り
ま
す

み
ん
な
の
コ
ー
ナ
ー
　

９
月
　
会
　
報
　

　
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
８
月
は
猛
暑
と
大
雨
が
つ
づ
き
、
各
地
で
大
変

な
被
害
が
出
ま
し
た
。
９
月
も
台
風
の
季
節
で
す
。
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
故
・
中
野
先
生
の
提
唱
の
「
す
こ
や
か
に
老
い
る
た
め
の
健
康
法

を
み
ん
な
の
力
で
」
と
言
う
会
、「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」
が
１
９

９
０
年
９
月
に
発
足
し
て
、
今
年
９
月
か
ら
34
年
目
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
百
ま
で
生
き
よ
う
会
の
ニ
ュ
ー
ス
も
８
月
会
報
で
３
６
０
号

ま
で
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
と
京
都
医
療
生
協
さ
ま
の

ご
支
援
の
お
か
げ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
故
・
中
野
先
生
の
お
元
気
な
時
の
、
あ
る
一
日
を
思
い

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
医
療
生
協
の
第
17
回
組
合
員
交
流
集
会
（
２
０
０
５
年
11
月
）。

場
所
は
立
本
寺
で
し
た
。

　
前
半
は
木
津
川
計
先
生
の
お
話
、
後
半
は
皆
で
歌
っ
た
後
、
古
布

（
着
物
）
を
リ
メ
ー
ク
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
紹
介
、
組
合
員
さ
ん

の
戦
争
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
実
行
委
員
さ
ん
達
や
、
百
ま
で
生
き
よ
う
会
・
組
合
員
さ
ん
か
ら
多
数

出
演
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
、
中
野
先
生
も
モ
デ
ル
さ
ん
で
。
大
人
気
で
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
な
ど
を
見
て
先
生
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
た
か
な
と
ふ
っ
と
思
い
ま
し

た
。
は
や
く
平
和
が
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
で
い
つ
も
の
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
皆
さ
ん
元
気
で
す
ご
し
ま
し
ょ
う
!!

保
田
寿
子

と
ど
き
く
る
ふ
す
ま
紙
な
る
封
筒
は

縹
ハ
ナ
ダ
イ
ロ色
し
た
湖ウ

ミ

ひ
ろ
が
り
て

○
美
濃
部
民
子
さ
ん
よ
り

美
濃
部
民
子

○
中
村
園
枝
さ
ん
よ
り

○
森
育
子
さ
ん
よ
り
　
書

　
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
お
元
気
で
す
か
？

宮本理事長の宮本理事長の目目
メ モメ モ

もも／⑤／⑤飛飛
ひぶんしょうひぶんしょう

蚊症蚊症～眼の中に浮かぶゴミ～眼の中に浮かぶゴミ

飛
蚊
症
の
症
状

百まで生きよう会

ゴマ状 虫状

糸くず状 タバコの煙状
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つ　 く 　る 　健 　康

■ お便りコーナー

（総代Ａさんからいただきました）

んなと仲良くしたい。そんな気持
ちが溢れ出ている。
　２つの立場を咀嚼しているから
か、対立している意識もない。顔
に苦悩も出ない。そんな自分に何
点付ける？「うぅ～ん…」
　そうはいってもストレス溜まり
ませんか。「一人旅が好きで47都
道府県全部行きました。旅先の自
然や文化に触れ、グルメを堪能。
最高の非日常です。自然に囲まれ
ているあいだはすべてを忘れられ
ます（笑）」…なるほど。

■  上木さんから貴重な意見
　医療生協の総代会で毎年、議長に選任
されている上木紀介さんにお会いしまし
た。お奨めの本の紹介や医療生協へのア
ドバイスを受けました。それは今後の活
動内容、組合員の増やし方、組合員交流
集会の持ち方など積極的なご意見でし
た。少しでも、可能なら全部、活動に活
かしたい…。そして引き続いて支援をい
ただきたいと思いました。上木さん、有
難うございました。 （清水）

■シンガー内田さんのライブ鑑賞
　京都生まれで京都在住の内田あやさん
のワンマンライブ「新しい始まり！」が８月
20日、京都市国際交流会館でありました（写
真／撮影は清水）。医療生協総代の秋津
千　子さんの紹介で行きました。実は内田
さんはナカノ眼科を利用いただいている方、
と知ってびっくり。「Nice Old Country 
Song」「一輪の花」「さよなら」「Life」など
10曲余りを堪能しました。 （清水）

■職員大喜び。替え白衣増える
　須賀修司常任理事が「職員の薄いピン
ク色の白衣はいくらで購入しているの？
高いと違う？」と問題提起。別業者から
カタログや見積を取り寄せることに…、
結果は現状のままでしたが。ところが職
員は大喜び。替え白衣をもう１枚増やす
ことになったからです。「クリーニング
してクリーニングして何十年も着ている
んですよ。アイロン折り目が擦り減って
…」と須賀常任理事に感謝していました。

■駅前診療所の柱広告が話題
　ニュースサイト『Sirabee』に「京都
で見かけたこの柱、お気づきだろうか」
というキャッチコピーで次のような文章
が…。《投稿には「アルファベット一個
で充分なの？カッコ良過ぎる」とだけ書
かれており、添えられた写真を見ると、
建物内のテナント店舗の名前が表記され
た柱の様子が確認できる。「ナカノ眼科」
「京都コンタクトレンズ」（中略）といった
具合に。初めてこの場所を訪れた人でも
一目で分かるような記載がされていたの
だが（中略）ある店舗は、ただ「Ｍ字のロ
ゴマーク」のみを掲出していたのだ》…
ちなみに情報提供は本院のTMさん。

　松尾芭蕉の「おくのほそ道」。
私にとって、夏になるとなぜか
思い浮かぶ本の一冊です。大好
きな東北の夏が、収録された俳
句からスケールいっぱいに湧き
出し、わくわくさせてくれるか
らでしょう。
　俳聖芭蕉が弟子曾良と江戸深

川を陸奥へと出立したのは元禄
２年弥生27日（1689年５月16
日）。白河の関を経て松島、平
泉から越後、北陸へ。死をも覚
悟の140日を超える旅。「おくの
ほそ道」はこの旅行記で、芭蕉
の最高傑作を収めた古典文学の
代表作の一つです。古来多くの

人が足跡を訪ね、解説書なども
残しています。
　本書はいわば令和版探訪記。
今風にグーグルを繰り、歩くの
は旧道を中心に一日数時間。
もっぱら路線バスで。何度かに
分けての道行ですが、著者は次
第に芭蕉の路に心穏やかに同化

していきます。私もかつて部分
的に芭蕉路を訪ねました。特に
夏。立石寺から出羽三山へ。真
夏の雲が沸き立つ芭蕉の月山の
句を思いながら。「おくのほそ
道」はいつも旅心を誘います。
平凡社新書。
 （松本忠之）

people人人医療生協の

ファイルファイル
往 復往 復

⇨協同組合へ
⇦協同組合から

　患者さんの視力向上のサポート
や視力検査などを行う国家資格の
視能訓練士（Certifi ed Orthoptist 
略称 CO）。ナカノ眼科では４診療
所で８人が従事しています。視野、
屈折、色覚、光覚、眼圧、眼位、
眼球などの検査も医師の指示のも
とに行っています。
　検査で使っているのは、眼圧を
測るノンコンタクトトノメーター、

屈折度などを測るオートレフラク
トメータなどの医療機器。いずれ
もメーカーは（株）ニデック。
　視能訓練士のＡさんは「患者さ
んは緊張されています。優しい声
かけや表情で接するよう心掛け、
コミュニケーションがとれるよう
にしています。リラックスしても
らうとより正確に検査ができます
ので」と検査への構えを話します。

一人旅で47都道府県を踏破

國
くに

枝
えだ

美
み

知
ち

子
こ

さん

　本院の副主任の仕事と中野眼科
労働組合の組合長の活動。対立す
るようにみえる２つの立場でがん
ばっている國枝美知子さん（仮
名）。矛盾は感じないだろうか、
葛藤は起こらないだろうか。
　メーデーなど労働組合活動がコ
ロナ禍で減ったとはいえ、職員の
労働条件改善の要求活動は続く。
「考え方の多様化もありますが、
改善を求める人数にかかわらず、
出来るだけ要望を取り上げていき
たい。それが労働組合の役割です
し組合長はそのまとめ役です」と
控えめだがはっきりと語る。
　「昔は４診療所の全職員が集
まって顔を合わす場があった。最
近は難しい。ときどきは食事して
おしゃべりもしたいですね。新し
い職員の顔と名前も覚えたいで
す」みんなと一緒に働きたい。み

　朝日会館診療所の移
転先がホテルオークラ
京都地下２階に確定し
たことから、職員向け
の見学が７月30日、８
月６日、13日、20日に
あり15人が参加。清水
泰治専務やホテルオー
クラ京都の方から、診
療所にあたる部屋や職
員用の食堂や休憩室の
案内を受けました。

　業務改善委員会（須
賀修司委員長）は７月
29日、第３回委員会を
開きました。会議では
これまでの議論を再確
認した後、各院所のマ
ネージャーから隔週週
休二日制の現状や完全
週休二日制についての
意見を聞きました。「有
給休暇を消化できる職
員とできない職員が出
ている。完全週休二日
制では人が足らない」
「完全週休二日制のほ
うがシフトを組みやす
い。残業が減らせる」
などの発言。各院所の
違いも浮き彫りになり
ました。

　第35回日本高齢者大
会が11月23日24日両日、
京都で開催されます。
23日は講座や分科会が
教育文化センターなど
で、24日は山極壽一・前
京都大学総長の「多様
性と共生が活かされる
社会づくり」と題する
記念講演がロームシア
ターで、というプログラ
ムです。医療生協は毎
年、大会に代表者を派
遣しています。参加希
望の組合員さんは事務
所までご連絡ください。

中野眼科労働組合
組合長

下川 裕治著
『「 おくのほそ道」をたどる旅
―路線バスと徒歩で行く1612キロ』

充実するナカノ眼科の視能訓練士体制
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
ト
ノ
メ
ー
タ
ー
。
開
瞼
し
な
が

ら
の
測
定
で
も
モ
ニ
タ
ー
が
見
や
す
い
、
な
ど
の

機
能
を
搭
載
し
て
い
る

烏
丸
通
地
下
通
の
駿
河
屋
ビ
ル

入
り
口
の
柱
に
張
ら
れ
た
看
板

移
転
先
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都

朝
日
会
館（
診
）の
職
員
が
見
学

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
意
見
を

聞
き
ま
し
た

山
極
京
大
前
総
長
が
記
念
講
演

京
都
で
の
日
本
高
齢
者
大
会
に
参
加
を


